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東東洋五言絶句「対月懐旧」文化九年
([恥庵追悼詩画巻』広島県立歴史i専物館蔵)

茶山ゆかりの画家たちー東東洋一
かんらやざん あずまとうよう

神辺の儒学者菅茶山 (1748-1827)と交遊のあった仙台藩の御用絵師iであった東東洋(1755

-1839)は、陸奥国(宮城県)の出身で、名を俊太郎のちに儀蔵といい、玉峨・東洋・白鹿図と
かのフ ばいしょう

号した。はじめ仙台で狩野梅笑に師事し狩野派の技法を学び、その後京都長崎で修行をしま
，，，うほういんのみやしん{んはっしんのう まるやま J;ヲ" ごしゅん みながわ さ え ん

した。京都へ戻った東洋は妙法|淀宮真仁法親王の知l過を得て、円山応挙や呉春・皆川浪陸lら当
ほうげん

時の京都を代表する文人たちと交遊 しています。党政六年(1794)に東洋は法眼位に叙されて

います。茶山と の交遊は、この年に茶山が京都へ遊学した時に始まり、茶山の 『北上 EI記jの

中にも東洋の名を確認でき、『雑画巻jに収められる「牡丹図jはこのJI守の交遊の中で姉かれ

たものと思われます。「法|恨東洋」の務款からもそれを推察できます。
治ん" .ん

写真の「対月懐旧」の詩画は、文化九年(1812)八月 に茶山の弟である菅恥庵の十三回忌追普
にLHぜ 。 きも

詩画会に寄せられたものです。恥庵は、茶山の毅友であった西山拙斎の門で学び、長崎などに

も遊学した後、党政十年(1798)に京都で塾を聞き、多くの文人たちと交遊しました。しかし、
らいきんよう ほうじ ょうかてい たけもととう と うあん

同十二年(1800)八月に病気で没した。この追善詩画会には、頼山陽北線霞亭 ・武元登々!奄・
必カむととよひ ζ

岡本豊彦な ども参加して

います。 東洋の詩 とと

もに寄せられた画は、月

もなく、荒涼とした山々が

速なる向こうにわずかに
せいざん

「青山」が見えています。「青

山」には、「基」という意味

もありますが、恥庵に対す

る東洋の哀悼の意がその

まま表現されているので

しょう 。東洋自身の思いを

感じた恥庵は空の上か ら

微笑んでいたことでしょう。

(主任学芸員 岡野将士)
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東東洋画「対月懐旧j 文化九年
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